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　戦後 74 年目となった今、戦争体験者も高齢となり、
沖縄戦の記憶の継承が課題となっています。
　悲惨な戦争をくり返さないためにも、平和の尊さを
次の世代につなぐ、市や学校の取り組みを紹介します。
6 月 23 日は慰霊の日です。みなさまも改めて、平和
について考える日にしましょう。

平和教育担当者研修…学校教育課☎９１７－３５０６
長崎平和交流事業…平和交流・男女参画課☎８６１ー５１９５

教
育
現
場
で
の
取
り
組
み

子
ど
も
た
ち
に
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
た

め
、
学
校
で
は
戦
争
体
験
者
の
講
話
や
、
各
資

料
館
、
戦
跡
の
見
学
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
山
中
学
校
で
は
、
昨
年
、
３
年
生
が
英
語

の
授
業
の
一
環
で
、
若
狭
に
あ
る
対
馬
丸
記
念

館
内
の
案
内
パ
ネ
ル
と
詩
の
英
訳
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
同
年
５
月
に
、
学
校
で
行
っ
た
対
馬
丸

記
念
館
の
髙
良
政
勝
理
事
長
の
講
演
を
き
っ
か

け
に
、
学
校
側
が
英
訳
を
提
案
。
は
じ
め
に
生

徒
た
ち
は
映
像
観
賞
や
対
馬
丸
記
念
館
の
見
学

を
通
し
て
「
対
馬
丸
事
件
」
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

上
山
中
の
前
身
の
学
校
の
生
徒
が
対
馬
丸
に

乗
船
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、「
先
輩
た
ち
の

思
い
や
体
験
を
外
国
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
丁
寧
に
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
英
訳
さ
れ
た
文
章
は
12
月
に

対
馬
丸
記
念
館
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
、
館
内
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
小
中
学
校
の
平
和
教
育
担
当

教
員
を
対
象
に
、
平
成
27
年
か
ら
毎
年
、
対
馬

丸
記
念
館
と
共
同
開
催
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
教
員
は
対
馬
丸
記
念
館
や
、
付
近
の
慰
霊

碑
の
見
学
、
戦
争
体
験
者
の
講
話
な
ど
を
通
し

様々な学校で平和学習に関わってきましたが、印象に
残っているのは約14年前、戦時中に6校あった本島の高
等女学校の女子学徒隊生存者を一堂に集めて行った授業
です。授業では、戦前の学校の様子や教育について、生徒
自身にインタビューしてもらいました。今ではお亡くな
りになった方もいるので、ああいった試みはもう難しい
でしょうね。また他には、資料館から戦争遺物を借用して
学校で展示したり、防空壕の発掘現場に生徒を連れて行
ったりしたこともあります。

私は担当する社会科の授業でも、テロや紛争などの時
事問題を取り上げます。子どもたちには、沖縄戦だけでな
く世界情勢を通して広く平和について学んでほしいと思
っているからです。

伝えたいのは今も昔も変わりません。「命の大切さ」で
す。1人でも多く、考える生徒がでてきてほしい。大人に
なった時に、学校での平和学習のことを思い出して、自分
はもちろん、他人の命も大切にしてくれればいいなと思
っています。

平和教育担当者インタビュー
伝えたいのは今も昔も
「命の大切さ」
　　 大城　邦夫（松城中学校教諭）

321,515人（5,173人）
男：155,754人（2,730人）
女：165,761人（2,443人）

※（　）内はうち外国人
※総人口と世帯数は2019（平成31）年4月末現在

153,141世帯（3,661世帯）総人口 世帯数
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は
い
た
い
。元
号
が「
平

成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と

変
わ
り
ま
し
た
。

「
平
成
」
の
30
年
間
が
、
我
が
国
に
お
い
て

戦
争
が
な
い
平
和
な
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
心

か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
74
年
、
先

の
大
戦
を
体
験
し
た
方
々
か
ら
戦
争
の
悲
惨
な

実
相
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
貴
重
な

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
次
の
世
代
に
し
っ

か
り
と
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
代
を
担
う
若
者
が
、
戦
争
の
不
条
理
や
差

別
、
偏
見
の
愚
か
さ
を
知
り
「
命
ど
ぅ
宝
」
の

思
い
を
胸
に
刻
ん
で
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
、

新
し
い
時
代
に
お
い
て
も
平
和
を
希
求
す
る
思

い
を
発
信
し
、
平
和
の
尊
さ
を
受
け
継
い
で
い

く
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ゆ
た
さ

る
ぐ
と
ぅ　
う
に
げ
ー
さ
び
ら
。

那
覇
市
長
　
城
間  

幹
子

　
平
和
の
絆

　　おおごまだら

LI
NE

スタンプ販売中！「 龍柱会議 」で
検

索

平和をつないで、
　　　　未来へと

①

て
歴
史
や
当
時
の
状
況
を
学
び
、
各
学
校
で
の

平
和
学
習
に
活
か
し
ま
す
。

県
外
と
の
交
流
を
通
し
て

学
校
の
外
で
も
平
和
学
習
は
行
わ
れ
て
い
ま

す
。「
那
覇
長
崎
平
和
交
流
事
業　

青
少
年
ピ

ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
派
遣
」、
平
和
の
尊
さ
を
学

び
、
平
和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
や
次
の
世
代

へ
継
承
す
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
、
市
が
平

成
８
年
か
ら
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。
市

内
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
生
徒
を
長
崎
市

で
開
催
さ
れ
る
「
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
派
遣
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
生
徒
と

交
流
す
る
な
か
で
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
内
容
を

母
校
に
持
ち
帰
り
、
他
の
生
徒
た
ち
に
向
け
て

発
信
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
３
年
に
１
度
、
長
崎
市
の
中
学
生
が
沖

縄
を
訪
れ
、
沖
縄
戦
に
つ
い
て
学
ぶ
「
少
年
平

和
と
友
情
の
翼
」
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま

す
。
長
崎
市
と
那
覇
市
の
中
学
生
が
一
緒
に
慰

霊
碑
や
戦
跡
を
巡
り
、
交
流
し
な
が
ら
平
和
に

つ
い
て
学
ぶ
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
平
和
へ
の
思
い
を
つ
な
ぐ
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
、
学
校
と
協
働
に
よ
り

恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

①
那
覇
長
崎
平
和
交
流
事
業
青
少
年
ピ
ー
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
派
遣
前
に
沖
縄
戦
の
事
前
学
習
を
行

う
中
学
生
た
ち 

②
対
馬
丸
記
念
館
の
案
内
パ
ネ

ル
な
ど
の
英
訳
に
取
り
組
む
上
山
中
学
校
の
３

年
生
（
平
成
30
年
度
）
③
小
中
学
校
の
平
和
教

育
担
当
教
員
研
修

③②




